第二次大戦期のイギリス財政 by 森,恒夫
? ? ? ?
第二次大戦期のイギリス財政
森 恒　夫
The　British　Public　Finance　at　the
　　　　2nd　World　War
Tsuneo　Mori
　第2次世界大戦がイギリスに彪大な経済的負担を課
したことはいうまでもない。その負担の担い方が，大
戦の政治的・社会的影響とともに，戦後のイギリス資
本主義の構造を規定する主因子の一つであったことも
直ちに想像しうる。ここでは，戦後のイギリス資本主
義の解明の出発点として，大戦期のその経済的推移を
財政に即してまとめておこう。
　イギリスの中央地方を合わせた全政府支出額（純
計）は，すでに再軍備が始まっていて増加過程にあっ
た1938年に約16億ポンドであったものが，39年19．6億
ポンド，40年39億ポンドと膨張，44年には63億ポソド
に達した。その国民総生産に占める比重は，1938年の
30．0％から39年35，3％，40年60％となり44年には
72．6％に及んだ。政府支出にはかなりの移転的支出が
含まれていることを考慮して，財貨・サービスへの全
公共支出（純間接税調整済み）の国民所得に占める比
重でいえば，38年20％，39年26％，40年50％と高ま
り，41～44年は6割前後に終始した。
　この彪大な支出の圧倒的部分は，もちろん国防支出
であって，中央政府支出に占めるその割合は，1939年
度の約3割から39年度58％，40年度80％となり，以後
44年度まで82～83％に及んだ。ただしかし，そうした
国防支出の圧倒的な巨姿の陰で，保健・労働・保険と
いったいわゆる社会的支出が，38年度の同じく12．8％
から41年度の3．5％といちじるしく比重を減じなが
ら，この年から絶対的な増加に転じ，44年度まで3．2
～3．3％とその比重を維持していたことは注意すべき
であろう。同項目は絶対額では40年度の1億6，470万
ポンドから44年度の2億840万ポンドと27％増大し
た。実際，その増勢が強まった42年度の予算は「社会
政策予算」とうたわれ，戦争経済が国民生活に及ぼし
た異常な圧迫を重要な根拠として，福祉国家への希求
が大戦のさなかに顕在化しつつあったことを反映した
のである。
　戦時財政政策の主要課題の一・－Aつは，かかる巨大な財
政支出に対し，如何にして，インフレーションの進行
を最少限度に抑えつつ収入を確保するかにあった。戦
争経済下の労働力不足　　賃金上昇圧力の抑制のため
にも，労働者の戦争協力を確保するためにも，さらに
ポンドの国際的地位の維持という戦後への展望のため
にも，インフレーションの抑制は必須であった。そこ
には，第一次世界大戦時の苦い経験も教訓となってい
た。
　財政収入増大の方策は，ケインズの提唱にしたがっ
て，財政を国民経済計算に位置づけ，その赤字をイン
フレ・ギャップと捉えて，これを増税と国内貯蓄の動
員とで補填するという新機軸によっていた。増税は，
所得税・付加税の1940年度補正予算から42年度にわた
る増額と連年にわたるビール・タバコ・砂糖などの間
接増微を主体とし，加えて39年度9月予算で超過利潤
税が導入され，その税率は40年5月のチャーチル内閣
成立と同時に60％から100％に引き上げられ，また40
年度補正予算で仕入税が導入された。この結果所得
税・付加税および超過利潤税の合計額は38年度の4億
203万ポンドから44年度には18億1，　970万ポンドに増
大し，関税・消費税（仕入税を含む）は同じく3億
4，050万ポンドから10億7，630万ポンドに増大した。
個人所得に占める税負担は平均して38年の22％から42
～44年に35～36％に高まり，所得税課税対象者数（夫
婦は1個人とみるは38年度の700万人から42年度に
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1，300万人となった。こうして，戦費の急増にかかわ
らず，中央政府支出における通常収入の比重は40年の
37．5％から44年の53．3％に増大した。
　とはいえ，当然政府財政の赤字も急増した。国民所
得計算における政府の純借入額は40年に20億9，000万
ポンド，43年のピークでは29億ポンドに達した。こう
した赤字を賄うために，大量の比較的短期の国債が償
還期限の円滑な配列を考慮しつつ発行されたが，なお
それに匹敵する浮動債の増大を免れなかった。財政赤
字の補墳のための借入源泉はもちろん個人貯蓄にあっ
たが，それは，43年でみて，純借入の6割に留まり，
海外への資産売却・対外債務増が24°／・，公的部門貯蓄
が4，5％を占め，さらに戦時の条件下の産業設備・在
庫の未補旗分が約10％を占めたことが注目される。
　こうして第2次大戦期のイギリス財政においては，
第1次大戦期に比し増税によって賄われる比率ははる
かに高く，戦後の財政支出に占める国債費の比重を相
対的に低からしめた。その一方で，租税構造は大戦を
媒介としていちじるしい変化を蒙むり，それは戦後に
強く刻印されたし，所得税の大衆化は福祉国家政策へ
の側圧となったといえる。またそれじたいとしては巨
額な国債の累積が戦後の財政金融政策を強く制約した
のである。
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